
市
で
は
、
母
子
生
活
支
援
施

設
「
藤
見
母
子
寮
」
（
市
営
住

宅
藤
見
団
地
内
）
が
著
し
く
老

朽
化
し
た
た
め
、
11
月
完
成
を

目
指
し
建
て
替
え
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。同

施
設
で
は
、
精
神

的
、
経
済
的
に
不
安
定

な
状
態
に
あ
る
母
子
家

庭
の
母
親
が
、
児
童
の

健
全
な
育
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
未
然

に
防
ぐ
処
置
と
し
て
、

そ
の
母
子
を
入
所
さ
せ

保
護
・
指
導
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

同
施
設
の
建
て
替
え

工
事
完
了
後
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
に
加
え
、

入
所
し
た
母
親
に
就
労

支
援
や
家
庭
生
活
お
よ

び
児
童
の
養
育
な
ど
の

生
活
指
導
を
行
い
ま

す
。施

設
面
で
は
、
新
た

に
緊
急
一
時
保
護
室
を

設
置
し
、
夫
な
ど
の
暴

力
か
ら
逃
れ
て
く
る
ケ

ー
ス
に
対
し
、
母
子
を

一
時
的
に
保
護
し
ま
す
。

緊
急
一
時
保
護
の
実
施
に
伴

い
、
そ
の
母
子
の
多
く
が
精
神

的
に
不
安
定
な
状
態
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
精
神

面
の
ケ
ア
を
行
え
る
専
門
的
な

職
員
を
配
置
し
体
制
を
強
化
し

ま
す
。

難
し
い
問
題
を
抱
え
る
母
子

世
帯
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
に

行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
も
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

同
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
３
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
２
０
７
３
平
方
�
。
１
階
に

は
、
入
居
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

市
で
は
、
平
成
11
年
度
統
計

功
労
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
行
政
の
基
礎
資

料
と
な
る
各
種
統
計
調
査
の
登

録
調
査
員
と
し
て
長
ら
く
従
事

し
、
他
の
調
査
員
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
年
は
10
人
を
た
た
え
ま

し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

亀
山
ナ
ル
（
白
山
浦
２
）
、
吉

田
ノ
ブ
子
（
坂
井
）
、
飯
村
宏

美
子
（
米
山
４
）
、
森
田
佳
代

子
（
真
砂
２
）
、
村
川
三
津
子

（
青
山
６
）
、
佐
藤
明
美
（
錦

町
）
、
鈴
木
豊
子
（
西
小
針
台

３
）
、
綿
谷
ス
ミ
子
（
神
道
寺

１
）
、
酒
井
春
代
（
女
池
６
）
、

花
澤
昌
子
（
日
の
出
３
）

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て

多
目
的
室
を
設
置
し
ま
す
。
ほ

か
に
、
児
童
が
安
心
し
て
学
習

で
き
る
図
書
・
学
習
室
や
相
談

室
、
事
務
室
、
宿
直
室
な
ど
を

設
け
ま
す
。

２
階
に
は
、
母
子
家
庭
が
入

居
す
る
母
子
室
（
２
Ｄ
Ｋ
）
を

９
室
と
緊
急
一
時
保
護
室
（
１

Ｄ
Ｋ
）
を
２
室
設
置
。
３
階
に

も
母
子
室
を
９
室
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
１
階
に
は
高
齢
者
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
た
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
藤
見
」
も
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
７
）
へ

市
福
祉
公
社
で
は
、
総
合
福

祉
会
館
で
、
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
同
展
は
、
身
体
障
害
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
「
健
康
と

趣
味
の
講
座
」
の
受
講
生
と
卒

業
生
に
よ
る
合
同
展
で
す

は
が
き
な
ど
の
カ
ー
ド
、
陶

芸
、
書
道
、
生
け
花
、
手
織
り
、

ち
ぎ
り
絵
、
木
彫
り
、
水
墨
画

の
約
３
０
０
点
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
１
日
〜
４
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

会
場

総
合
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
総
合
福
祉
会
館
内
�
２

４
８
・
６
２
８
２
）
へ

市
で
は
、
障
害
者
福
祉
施
設

の
手
作
り
製
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
＝
表
＝
。

会
場

総
合
福
祉
会
館

※
希
望
す
る
人
に
展
示
品
を
有

料
で
お
分
け
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
２
２
）
へ

平
成
12
年
度
の
固
定
資
産
税

の
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
４
月
３

日
か
ら
行
い
ま
す
。

縦
覧
は
、
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
）
の
状
況
や
、

課
税
の
基
と
な
る
評
価
額
な
ど

を
、
課
税
前
に
納
税
者
な
ど
に

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
も
ら
う

制
度
で
す
。

な
お
、
12
年
度
の
納
税
通
知

書
は
、
課
税
内
容
の
明
細
書
を

添
付
し
て
、
５
月
中
旬
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。

縦
覧
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

期
間

４
月
３
日
〜
24
日
（
土
・

日
曜
を
除
く
）

場
所

資
産
税
課
（
市
役
所
本

館
２
階
）

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
（
�

内
線
２
３
３
３
）
へ
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Ｑ

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
る
と
、
市
が
現
在
実
施

し
て
い
る
各
種
の
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
す
か
？

Ａ

市
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
と
は
別
に
、
高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
大

き
く
分
け
る
と

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の

有
無
に
関
係
な
く
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス

②
要
介
護
認
定
を
申
請
し
た
が

要
介
護
（
要
支
援
）
と
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
の
サ
ー
ビ
ス

③
要
介
護
（
要
支
援
）
と
認
定

さ
れ
た
場
合
の
サ
ー
ビ
ス
―
―

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
高
齢
者

が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

や
家
庭
で
の
介
護
を
支
援
す
る

た
め
の
、
在
宅
介
護
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

今
回
は
、
②
と
③
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
＝

表
＝
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
６
０
）
へ

そ
の
39
�

きかせて？介護保険

母
子
生
活
支
援
施
設
「
藤
見
母
子
寮
」

の
完
成
予
想
図

事 業 名

�要介護認定を申請したが要介護（要支援）と認定されなかった場合のサービス内容
事 業 内 容 受 付

生活支援ヘルパー
派遣事業

生活支援ヘルパー
利用料の助成

経過措置ショート
ステイ

生活支援ショート
ステイ

経過措置デイサー
ビス事業

事 業 名

�要介護（要支援）と認定された場合のサービス内容

紙おむつ支給事業

寝具乾燥事業

ねたきり老人等介護
手当支給事業

在宅リフォーム助成
事業

ひとり暮らしまたは高齢者のみの世帯で（現行のホ
ームヘルプサービス利用者も含む）、生活支援が必要
と認められる場合、ヘルパーを派遣します

在宅介護支援センター
地域保健福祉センター
高齢者福祉課

世帯の生計中心者が所得税非課税者である現行のホ
ームヘルプサービス利用者が、生活支援ヘルパーを
利用した際、その利用料の助成を行います
現行のショートステイ利用者で冠婚葬祭などで家族
が不在となる場合、ショートステイ施設で一時的に
預かります
基本的生活習慣が欠如している高齢者が体調不良の
ときなど、養護老人ホームなどに一時的に入所させ、
生活習慣の指導などを行い、要介護状態への進行を
予防します
現行のデイサービス利用者は、デイサービスセンタ
ーを週１回利用できます

事 業 内 容 受 付

要介護１～５で、常時失禁の在宅の人に対し保険料
所得段階区分１～４に応じて紙おむつを支給します
在宅で日常生活がほとんど寝たきりの人に対し寝具
乾燥を実施します
要介護３～５で、保険料所得段階区分１～３の人を
在宅で介護している場合に、介護手当を支給します
65歳以上の人のいる世帯で、浴室、トイレなど日常
生活の改善に直接かかわる改造工事を行う場合、工
事費の一部を助成します。世帯全員の収入合計が600
万円未満の人が対象となります

居宅介護支援事業者
在宅介護支援センター
地域保健福祉センター
高齢者福祉課

市福祉公社
高齢者福祉課

介
護
保
険
以
外
の

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

３ 歳 児 健 康 診 査
対象 平成８年９月生まれ（西・北地区
は４月実施、入舟・曽野木地区は５月）
持ち物 母子健康手帳、問診票、尿、印
鑑、フッ素塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

１歳６カ月児健康診査
対象 平成10年８月生まれ（西・北地区
は７月生まれも含む、入舟・曽野木地区
は４月実施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

酒 害 相 談
日時　３月６日午後１時～３時
会場　保健所健康増進課（市役所第２分
館１階） 対象　酒で悩む人・家族
申し込み 会場（�内線3666）へ

医師による精神保健福祉相談

申し込み　保健所健康増進課（�内線
3666）へ　※予約制

医師による老人精神保健福祉相談
対象 痴ほうなどで困っている人・家族

申し込み　保健所健康増進課（�内線
3666）へ　※予約制

会　場

東地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター

月　日

３・14

３・23

時　間

午後１時半～３時半

精神障害者生活支援相談
日時　３月４・18日午前11時～午後２時
会場　総合福祉会館
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　保健所健康増進課（�内線
3666）へ

はじめての離乳食
対象 生後４カ月児以上の保護者
内容 離乳食のすすめ方、試食と話し合い
申し込み 電話で各会場へ
月　日

３・７

３・８

３・15

３・17

３・23

会　　　場 時　間

午後１時半～
３時半

※受付時間
午後１時15分

北地域保健福祉センター

石山地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター

坂井輪地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター

心身障害者自動車燃料費の助成
提出期限 ４月５日　
受付窓口 障害福祉課（市役所本館１
階）、地区事務所
持ち物 助成金支給請求書、燃料費の領
収書、印鑑
問い合わせ 障害福祉課（�内線2623）へ

対 象 小 学 校 区

五十嵐　真砂　坂井輪　坂井東　新通　湊
栄　有明台　笠木　小瀬　入舟　豊照
小針　青山　東青山　浜浦　関屋　新潟　
白山　鏡淵　木山　赤塚　内野　西内野

月　日

３・13

３・27

〈中央地域保健福祉センター会場〉

股 関 節 検 診
対象 平成11年11月生まれ
持ち物 母子健康手帳、レントゲン診断
料1,250円　受付時間 午後1時～2時
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ

対 象 小 学 校 区

万代　南万代　長嶺　沼垂　笹口　上所　
女池　中野山　東中野山　南中野山　山潟
江南　桜が丘　上山　
鳥屋野　丸山　大渕　紫竹山　

山の下　桃山　東山の下　下山　竹尾　木戸
牡丹山　曽野木　東曽野木　酒屋　割野　
松浜　濁川　南浜　太夫浜　大形

月　日

３・７

３・21

〈東地域保健福祉センター会場〉

母子家庭の母と寡婦のつどい
日時 ３月12日午後３時から
会場 総合福祉会館　参加費 2,000円
定員 先着50人　※保育あり
申し込み 市母子福祉連合会（�243-43
80）へ

市民講座 こころを元気にするために
会場 総合福祉会館　定員 先着50人

申し込み 保健所健康増進課（�内線36
66）へ

午後１時半
～３時半

時　間会　場
中央地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター

日
毎週火曜日
毎週木曜日

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
地　区 月　日 会　　　場 時　間
大 　 形
内 　 野
沼 　 垂
中野小屋
曽 野 木
大 江 山
南 　 浜
坂井輪

中野小屋

３・１
３・２
３・３
３・１
３・８

３・９

※大形連絡所
※西地域保健福祉センター
※東地域保健福祉センター
老人憩の家・明和荘

※曽野木分室
老人憩の家・大江山荘

※南浜連絡所
※坂井輪地域保健福祉センター

※中野小屋連絡所
午前10時～11時半
午後１時～３時

午前10時～11時半
午後１時半～３時

午後１時半～３時

※印は栄養士による相談あり

期　日 出展施設 時　間

２・29

３・１

３・２

３・３

ワークセンター日和山、
みのり園
ほがらか福祉園、あさひ
共同作業所、のんぴーり
青山

東福祉作業所、しろやま
作業所、つくし工房

大樹、青松ワークス、
ワークセンター曽野木

午前９時半
～午後４時

午前９時半
～午後３時

午前９時半
～午後４時

午前10時
～午後３時

期　日 内　容 時　間

午後６時半
～８時

こころが風邪をひいたら
話すことで見えてくる自分のこころ
「食卓」から考えるこころの健康

３・９
３・16
３・23

訂　　　正
本紙２月20日付け３面「少年少女スポー
ツクラブ会員募集」の記事中、新通イー
グルスの問い合わせ先を「�262-0971」
にお詫びして訂正します。


